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研究課題名 
電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利用した糖尿病に関す

る臨床情報収集に関する研究 

研究の対象 
当院の糖尿病代謝内科に受診中あるいは受診した糖尿病患者さんのうち

電子カルテに登録のある患者さん 

研究の目的・方法 

本研究では、カルテに記載された糖尿病患者さんの背景や糖尿病指標を

抽出し、患者さんを特定できない様に匿名化した後、症例データベース

を構築し、症例全体の情報の集計と糖尿病関連項目についての解析を行

います。この研究では、カルテ情報を電子化するために SS-MIX2 とい

うシステムを主として用い、SS-MIX2 が利用できない場合は手入力で

登録します。 

本研究事業は、複数の病院の患者さんの情報を統合して、糖尿病につい

て実態調査を行います。 

研究期間：承認日～2027 年 3 月 31 日 

調査データ該当期間 西暦 ２０１５年 ４月 １日 ～ 西暦２０２5 年 ３月 ３１日 

研究に用いる試料・ 

情報の種類 

患者さん自身に行っていただく事項はございません。診療を通じて収集

した情報のうち、以下の内容をデータベースに登録させていただきます。

主な情報収集項目：電子カルテ上に記載・登録された以下の項目。 

性別、年齢（誕生年月）、身長、体重、血圧、生活習慣（喫煙、飲酒）、

糖尿病の病型、糖尿病の診断時期、家族歴、過去の病気、現在かかって

いる病気、処方情報、糖尿病診療に関係のある採血・尿検査の結果など。 

当科の受診が途切れた場合にはその理由など。 

収集頻度：原則として受診の度に収集しますが、最低年 1 回収集するこ

とを予定しています。 

外部への試料・情報の

提供 

収集したデータは誰のデータか分からなくした上で（匿名化といいま

す）、糖尿病クラウドセンター(*1)に送られます。政府が定めた倫理指針

（「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」）に則って個人情報を

厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人が特定されない形で行

います。患者さんの個人に関する情報が第三者に漏れることがないよう、

最大限に努力致します。また、将来的にデータの使用方法等が変更・追

加になる際には、追加のお知らせを致します。 



(*1)糖尿病クラウドセンター・・・全国の本研究参加病院より、ネット

ワークを経由し送られたデータを蓄積する場所のこと 

研究組織 

東北医科薬科大学病院 糖尿病代謝内科 赤井 裕輝、 

丹治 泰裕、渡辺 太一、三田 貴士 

研究代表者 

国立国際医療研究センター研究所  

糖尿病研究センター長 

植木 浩二郎 

当院以外に全国の病院が参加しています。これら参加施設の認められた

研究者だけが、匿名化された収集データを利用することができます。参

加する施設一覧は、次のホームページをご参照ください(もしくは、

「J-DREAMS 参加施設」で検索可能です)。 

URL: http://jdreams.jp 

またこの J-DREAMS で集めたデータを、糖尿病に関連する病気の分析

のために用いることがあります。その研究も上記ホームページに記載さ

れます。 

お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わ

せください。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産

の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧すること

ができますのでお申し出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、研究対象者も

しくは研究対象者の代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象

としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、

研究対象者に不利益が生じることはありません。 

【照会先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先】 

東北医科薬科大学病院 糖尿病代謝内科 

TEL：０２２-２５９-１２２１ 

研究責任者：東北医科薬科大学病院糖尿病代謝内科 赤井 裕輝 

 

◆個人情報の利用目的の通知に関する問い合わせ先 

保有個人情報の利用目的の通知に関するお問い合わせ先：上記「お問い合わせ先」 

 

※注意事項 

以下に該当する場合にはお応えできないことがあります。 

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6 章第 16 の 1(3)＞ 

①利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、研究対象者等又

は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合 
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②利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、当該研究機関の

権利又は正当な利益を害するおそれがある場合 

 

◆個人情報の開示等に関する手続 

当院が保有する個人情報のうち、本人の情報について、開示、訂正及び利用停止を請求することがで

きます。 

  保有個人情報とは、当院の職員が職務上作成し、又は取得した個人情報です。 診療情報に関する 

保有個人情報については、東北医科薬科大学病院 医事課が相談窓口となります。詳しくは、下記ホーム

ページ「個人情報保護方針」をご覧ください。 

【東北医科薬科大学病院 個人情報、患者さんの権利】 

http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/info/privacy_policy.html  

 

以下に該当する場合には全部若しくは一部についてお応えできないことがあります。 

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6 章第 16 の 2(1)＞ 

①研究対象者等又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合 

②研究機関の研究業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合 

③法令に違反することとなる場合 

 

http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/info/privacy_policy.html

